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から高い音までに分解されます。分解された音のス

ペクトル信号は約３０，０００本の神経回路で脳に送られ

ています。脳では，ニューロンで構成される神経ネッ

トワークで，この信号を基に音の認識が行われます。

「小さいうちに鍛えておかないと絶対音階が身に付

かない。」あるいは，「英語の母音は日本語より多い

ので，小さいうちに聞く練習をしないと聞き取れな

い。」ということをいわれますが，この本を読んでい

ると絶対音階も英語も聞き取れないのは耳ではな

く，耳からの信号を処理する神経ネットワークが子

供の頃にうまく出来なかったためだなと一人うなず

いてしまいました。

　耳がフーリエ変換をしているなら，レンズの解析

に用いる理論がフーリエ変換光学と呼ばれるよう

に，実は目でも耳でもフーリエ変換が大活躍してい

るのです。そこで，絶対音階と英語を聞き取るため

に，メガネのように音に作用するミミガネは出来な

いかと考えていますが，なかなか良い素子が思いつ

きません。目が実像に戻して検出・処理しているの

に対して，耳では，フーリエ変換した信号を検出し

ている大きな違いが課題です。しかし，テープレコー

ダに吹き込んだ自分の声が，普段話しながら聞いて

いる自分の声と違うように聞こえることが手がかり

になるのではと考えています。

　音は時間軸の信号であり，補聴器で行われるディ

ジタル信号処理が適切であるとともに，その延長線

上に技術の進展があるのでしょうが，耳のミミガネ

のゴールは目のメガネのように分かりやすく，かつ

コンパクトな構成の実現です。

　紹介した本を読んで脳に対する基礎知識を得ると

ともに，続巻のⅡ巻には記憶のメカニズム，Ⅲ巻に

は学習の法則，問題解決と意思決定，思考のメカニ

ズム等について詳しく説明されていますので一読さ

れることをお勧めします。なお，Ⅰ巻に比べてⅡ巻，

Ⅲ巻は難解です。

　昨年から本を離して読むようになり，これまで無

縁と考えていたメガネ（老眼鏡）を購入した。こう

なると，今までは煩わしいと考えていた，近眼の子

供のある行動に感心してしまいます。

　ある行動とは，「テレビを見るとき手前の電気スタ

ンドを点灯して，わざと眩しくして見ること」です。

皆さん，点灯の理由はお分かりでしょうか？

　私にとっては，テレビが見づらくなるので文句を

言っていたのでしたが，メガネを使うようになって，

電気スタンドが子供の簡易メガネになっていること

に気が付きました。電気スタンドの光が目に入り，

瞳孔を小さくして，テレビが見やすくなるのです。

光学的には，瞳孔が小さいと，目のレンズ中心部の

み光が通過してレンズの周辺部歪の影響が少なくな

り，光量は減少するが焦点深度が深くなり見やすく

なると説明されます。簡単に言えば，目を細めたこ

とと等価になります。

　なお，瞳孔の大きさは，神経システムのモニタと

して作用し，情動的な要因や思考状態によっても変

化しますので，明るくしてテレビを見ましょうとい

われる所以です。

　こんなことが詳しく書いてあるのが，「情報処理心

理学入門Ⅰ」（P．H．リンゼイ，D．A．ノイマン共著）で

す。人間の心的過程を理解するための基礎として，

目で見る視覚，耳で聞く聴覚と神経回路の情報処理

について書かれています。私の研究対象であるCD，

DVD等の光ディスク記憶装置で使用される記憶，

光，処理という３つの要素が人間の脳でも順番の違

いはありますが同じということで，時間を忘れて夜

中まで読んだことを覚えています。

　視覚については，光学的な基礎知識があったので

楽しく，また興味深く読めましたが，驚いたのは，

耳における音認識の処理法の工学的なことです。音

に対して内耳の渦巻状骨である蝸牛に付いた基底膜

が振動して，音の粗いフーリエ変換を行い，低い音
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